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東呈

持尋

言告?

叢

第
二
十
九
巻

第

鋭

(
掴
晶
捕
百
穴
柑
九
抽
)

昭
和
四
年
七
周
棋
院
行

論

叢

消
費
税
ι〉

目

的

及

物

膿

榊

戸

E
 
却:

繍
首
(
本
泊
。
目
的
)

第

I宜

前
貨
一
柑
の
目
的
(
ハ
げ
消
費
一
帽
の
日
的
兆
も
の
小
山
比
九
六
細
川
先
細
川
目
吋
此
目
的
謹
成
白
悶
雌
及
霊
山
注
成
の
困
難
川
用
目
的
。
枇
胸
よ
り

生
f
る
も
の

μ悶
雌
芝
山
小
川
解
決
右
銃
一
川
物
品
川
枇
唱
し
日
悲
惨
抑
制
日
的
に
岳
す
る
も
の

ρ立
以
上
出
荷
惨
周
自
主
宰
m
静岡

T
E別
悶
雄
な
る
儲

め
生
ず
る
も
の
は
、
奮
闘
聞
に
て
も
技
街
上
蹄
提
離
の
錦
品
訓
楳
蛇
目
聞
と
す
る
こ
と
あ
る
よ
り
生
ず
る
も
の
川
物
に

i
同
種
品
目
問
に
於
げ
る
岩

出

V
の
程
度
に
依
る
建
築
醐
殺
の
行
は
れ
昔
、
乙
在
、
よ
り
生

F
る
も
の
川
一
泊
問
者
自
白
山
意
思
の
作
用
よ
旬
。
生
J
S

る
も
の
同
此
日
的
鐘
此
の
隣
室
官
、
川

多
枚
目
的
に
闘
す
る

Z
h円
安
静
抑
制
目
的
に
附
す
る
も
の
仙
一
文
化
上
小
川
知
器
上
い
一
位
骨
上
叩
保
健
上
)

消
岨
耳
稲
の
物
挫
{
一
前
提
枕
物
値
白
出
定
雄
二
週
ま
れ
た
る
物
値
目
不
完
全
)

{

(

 

!/i 

I止

結
論
(
全
文
白
張
旨
)

論

讃

前
費
曲
白
目
的
及
胸
醐

第
二
十
九
谷

第

批



品u

重量

前
費
税
の
日
的
日
品
物
艦

第
二
十
九
巻

一

第

掛

緒

-
1=1 

消
費
税
ご
い
ふ
て
も
、
誌
に
は
特
に
内
閣
消
提
税
に
就
い
て
取
扱
ふ
。
関
税
に
は
産
業
保
護
ピ
い
ふ
特
殊
の
目

的
が
伴
ふ
の
が
通
例
で
、
内
側
消
費
税
ご
は
事
情
の
大
に
異
る
も
の
が
ゐ
る
か
ら
、
暫
ら
〈
之
を
別
問
題
Z
し
・

今
、
内
凶
畑
費
税
に
就
い
て
見
る
の
に
刊
禁
物
鶴
己

L
t越
ま
れ
た
る
品
物
の
純
類
は
、
大
抵
何
れ
の
闘
に
で

も
、
決

L
τ
そ
ん
な
じ
多
く
は
な
〈
、

そ
し
て
其
日
的

F
し
て
は
枚
入
同
的

ω外
に
、
多
少

h

取
引
修
仰
制
ピ
い
ム

目
的
が
附
い
て
居
品
。
そ
し
て
又
・
賞
際
此
に
よ

h
τ
.
牧
人
政
策
、
経
済
H
A
枇
曾
政
策
、
数
両
円
保
似
政
策
、
並

に
特
に
聴
能
R

公
正

ω
要
求
に
も
過
は
し
め
ゃ
う
正
し

τ居
る

ω
で
ゐ
る
が
、
細
か
に
立
入
っ
て
考
へ
る
ご
、
そ
ん

な
に
甘
く
此
目
的
乃
至
要
求
が
蓮
せ
ら
れ

τ屑
ら
な
い
。
而
も
此
消
費
税
は
時
勢
の
麓
さ
共
に
、
盆
々
問
題
の
稀

ぜ
な
り
、
改
造
の
必
要
に
迫
ら
れ

t
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は
蕊
に
之
が
吟
味
を
錫
し
、
以

τ其
の
問
題
の

何
越
に
存
す
る
か
‘
改
造

ω何
れ
に
向
つ

τ行
は
る
べ
き
か
の
観
剥
を
明
か
に
し
ゃ
う
Z
思
ム
。

第
一
段

消
費
税
の
目
的

一
消
農
枕
の
目
的
其
も
の

A
其
大
綱
|
|
消
費
税
の
目
的
如
何
古
い
へ
ば
其
は
牧
入
日
的
だ
牧
入
以
外
の
日
公
益
目
的

rご
い
ふ
ニ
己
は
、



税
一
般
に
共
通
な
る
も
の
で
、
消
費
税
に
も
梼
し
〈
嘗
る
こ
ご
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
特
に
英
公
盆
目
的
正
し
て
も

庚
〈
泊
費
税
に
就
い
て
い
ふ
な
れ
ば
其
は
消
費
節
約
の
奨
胤
ご
い
ふ
べ
き
で
ゐ
h
、
消
費
税
中
の
各
殺
の
税
に
て

は
、
叉
、
此
外
に
も
特
殊
な
目
的
が
存

L
符
晶
子
』
ピ
勿
論
で
め
る
U

B
其
細
目

l
tは
何
如
ご
い
ム
ピ
、
消
費
税
に

τは
通
例
、
必
要
消
費

ω課
税
を
避
け
て
出
来
る
ピ
げ
奔
修
的

消
費
を
重
課
す
る
こ
ご
を
期
す
ご
せ
ら
れ
る
の
で
、
多
〈
の
闘
に
行
は
る
、
消
費
税
に
て
は
共
枚
入
以
外

ω会
盆

目
的
ど
し
て
は
、
楽
修
抑
制
t
い
ム
こ
ど
が
主
要
な
る
も
の
ご
な
る
。
車
な
る
消
費
節
約
内
凝
附
よ
h
も
一
歩
を

活
め
て
、
市
有
修
的
消
費
全
節
せ
[
め
や
う
己

γ
ふ
こ
己

ur
正
允
る
目
的
ピ
な
る
の
で
あ
る
。
其
践
で
普
通
の
的
費

税
の

H
的
全
長
時
的
に
い
ふ
正
、
牧
入
目
的
ご
者
修
抑
制
の
目
的
だ
ご
い
ふ
こ
ご
じ
な
る
o

そ
L
て
其
の
枚
入
目

的
に
て
は
、
叉
躍
に
枚
入
を
皐
げ
る
ご
い
V

ふ
の
み
で
は
な
(
‘
出
来
る
だ
け
多
〈
の
枚
入
を
皐
げ
た
い
ご
い
ふ
こ

ご
が
、
租
松
原
則
に
照
L
τ
自
ら
じ
要
求
芭
な
っ
て
現
は
れ
る
か
ら
、
之
を
も
っ
さ
具
蝿
的
に
い
ひ
表
は
す
ご
、

多
牧
の
目
的
を
も
っ
ご
い
ふ
こ
ど
に
な
る
。
質
に
消
費
税
の
他
純
枕
に
射
す
る
本
立
理
由
は
比
多
牧
の
要
求
じ
趨

ふ
ご
い
ふ
こ
ピ
仁
ゐ
る
の
で
あ

h
註
こ
、
此
枕
に
は
自
ら
此
の
多
牧
一
目
的
が
具
髄
的
な
る
現
賞
な
る
目
的
ピ
な
る

ωで
ゐ
る
o

ぞ
れ
か
ら
蒋
修
抑
制

ω目
的
も
亦
花
、
単
に
此
に
よ
り
て
蓉
修
を
少
〈
し
ゃ
う
ご
い
ふ
に
り
で
は
な

(
、
共
上
に
も
出
来
る
に
け
に

τは
人
々
の
不
良
な
る
慣
習
を
抑
へ
て
、
道
義
R
A
保
健
上

ω
目
的
を
も
速
し
ゃ
う

古
い
ふ
ニ
ピ
が
加
は
る
(
註
ニ
)
O

尤
も
此
は
凡
べ
て
の
脊
修
課
税
に
一
様
に
現
は
れ
る
の
で
は
な
〈
、
特
に
其
或
も

論

議

消
費
甜
白
目
的
H
A
物
踏

第
ニ
十
九
巻

務

掠



5晶

青空

消
費
泊
四
目
的
及
咽
値

の
に
強
〈
現
は
る
、
の
で
あ
る
。
そ
し

τ比
寿
修
抑
制
に
よ
。

τは
消
費
を
節
し
生
還
を
進
め
る
古
い
ふ
経
済
政

第
エ
十
九
巻

第

組

回

回

必
需
品
を
侵
古
宇
、

策
ム
の
目
的
又
は
要
求
に
も
令
す
る
の
み
で
な
〈
(
龍
一
三
、
藩
修
を
潟
し
得
F
る
民
衆
の
反
戚
を
和
げ
、
且
つ
生
活

む
し
ろ
之
が
充
寅
を
得
し
む
る
こ
ピ
に
於
1
、
枇
曾
政
策
に
も
通
ム
こ
ど
が
山
来
高
。
そ
し

τ斯
(
市
有
修
を
抑
制
し
ゃ
う
ピ
し
て
奪
修
重
課
を
行
ひ
、
脊
修
的
意
義

ω強
い
も
の
ほ
ど
重
〈
課
す
る
ニ
イ
」
に
よ

h
て
は
、
脳
飽
・
公
正
融
枇
の
要
求
に
も
肱
?
る
こ
正
、
な
b
話
回
}
、
収
入
以
外
の
公
盆
目
的
合
別
己
し
、
田
平
な

る
枕
入
目
的
を
議
す
品
上
か
ら
見
て
も
理
想
に
近
づ
(
こ
ど
が
出
水
る
。
北
れ
で
前
説
税
目
的
は
大
〈
見
れ
ば
欣

入
目
的
ご
消
費
節
約
の
硲
盆
目
的
t
v
h
が
、
細
(
い
へ
ば
、
そ
し
て
共
慢
的
に
い
へ
ば
、
多
牧
目
的
、
経
務
M
A
一枇

曾
政
策
目
的
、
道
義
及
保
健
目
的
ご
い
ふ
こ
ピ
に
な
h
.
勿
論
、
此
税
は
此
等
の
目
的
を
達
し
つ
、
、

na
正
課
税

の
要
求
に
も
通
は
う
正
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

陸

グ
ラ
1
7
は
、
間
接
続
は
其
財
政
上
回
事
肱
の
錦
め
に
、
近
代
岡
家
の
鱒
嬰
伯
尚
足
に
取
っ

E
暗
ん

rH献
〈
〈
か
ら
ず
又
代
る
べ
か
ら
ざ

る
も
白
だ
と
錯
し
・
へ
ツ
ケ
ル
位
、
凡
べ
て
の
穣
組
四
消
費
税
》
其
主
た
る
支
持
貼
を
大
に
し
て
相
通
槌
力
あ
る
牧
入
に
布
?
と
鵠

L
、
エ

1
ベ

ル、

ρ
y
p
l
、
シ
ル
ヲ
ス
籍
、
共
事
肱
性
を
指
摘
し
て
居
る
。

〔
註
ニ
)
》
川
市
開
，
、
和
読
に
つ
き
、
パ
ス
テ
1
プ
ル
は
、
望
者
由
手
段
と
し
て
枕
を
利
用
す
る
と
と
の
希
望
は
今
日
で
さ
へ
も
大
な
重
要
目
元
議
官

2
 

と
鵠

L
e

s者
静
世
に
ワ
岳
、
ペ
ラ
フ
品
ル
4
7
λ

は
、
比
4
P

往
々
に
し
て
敬
宵
倫
瑚
上
自
目
的
と
結
付
C
と
母
L
、
円
シ
タ
E
は
、
者
世
枯
に
て
は
、
川
酷

杭
入
目
的
封
、
世
合
山
道
義
的
及
祉
合
的
向
に
の
希
叩
草
さ
れ
た
有
益
な
結
果
に
よ
り
て
蔽
は
る
誌
と
と
に
な
る
と
鴻
L
、
プ
ア
ウ
位
、
不
要
的
立
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大
批
消
費
品
拍
に
亡
は
、
初
め
に
は
財
政
牧
入
上
白
刺
戟
が
あ
っ
た
け
れ

rも
、
後
に
は
枇
合
的
及
固
民
街
止
よ
自
性
質
由
考
J
F

聞
け
た
と
い
V

ひ
、
加
藤
も
、
狭
義
者
修
枕
の
目
的
は
、
最
近
に
て
は
、
世
日
財
政
上
自
性
質
り
も
白
の
み
で
な
{
、
第
一
位
に
敬
宵

i
白
制
質
心
も
の
だ
と
い

p

針。け
い
泊
知
謀
柑
に
は
特
に
此
が
現
(
刷
引
は
れ
て
居
る
。
共
底
て
、
ス
タ
ン
プ
は
、
酒
精
が
仕
合
上
、
重
大
な
僻
告
の
叫
抑
制
と
せ
ら
れ
、
此
問
山
由
鵠

品
に
此
が
畝
枕
せ
ら
る
と
勾

L
、
ロ
ツ
シ
ア
ー
は
、
民
〈
闘
民
的
な
る
車
修
品
の
消
費
枯
巾
に
て
、
泊
拙
供
料
白
共
が
常
に
比
大
収
入
の
鵠
め
の

み
て
な
(
、
遊
義
上
白
利
用
の
ぬ
め
、
好
ん
で
川
ゐ
ら
れ
た
と
鵠
L
、
ヨ
ン
ラ
ド
け
、
凡
ベ
て
由
闘
が
飲
料
姑
白
川
政
上
山
事
牧
心
焔
仙
の

丹
、
同
時
に
兆
四
位
令
的
問
見
術
主
的
目
的
。
ぬ
め
に
、
混
H
V
症
々
之
を
鼎
旧
民
せ

L
M
L
d
o
p一
泊
し
、
へ
ツ
ケ
む
日
、
先
栢
枕
に
つ
告
、
給
付
加
力

み
一
耐
凶
同
制
渋
川
助
制
mu
外
、
街
止
及
凪
怖
郵
務
上
白
目
的
出
共
に
働
〈
正
銘
す
。

(
位
一
回
一
)
コ
シ
ヲ
1
1
は
、
市
計
m
V
耽
叫
、
制
措
上
北

ι公
正
よ
り
見
地
酌
ら
帥
開
設
さ
れ
る
と
刊
し
、
回
ツ
シ
γ
1
U
、
会
蹴
土
、
削
松
耐
に
よ
り
て

師
約
者
出
品
常
に
儲
か
を
捌
ひ
、
協
山
武
者
出
川
持
常
に
多
〈
を
抑
ふ
と
音
に
、
此
が
制
抑
政
銀
上
白
幽
川
内
政
宵
山
刷
談
蜘
か
ら
臨
時
む
べ
き
も
の
百
と

岱

L
、
プ
ア
り
も
個
人
叉
は
金
挫
の
消
費
の
過
大
が
、
特
に
一
般
に
議
す
る
椋
単
に
比
し
て
存
す
る
出
品
て
は
、
前
叫
耳
目
鈴
川
的
訪
謀
出
師
陣
越
せ
ら

れ
る
と
ぬ

L
.
的
ほ
文
、
プ
ロ
イ
ヤ
ー
は
、
器
時
自
宅
は
、
者
修
粧
徴
牧
山
正

LN
山
山
を
、
間
民
経
抑
よ
省
中
古
と
見
ら
れ
た
山
富
悼
を
引
別
枕

ιて

》E
 

抑
ゆ
る
要
求
か
ら
尋
い
た
と
い
ふ
て
居
る
@

(
陸
回
)
此
貼
は
貨
は
あ
ま
り
完
全
に
は
達
成
さ
れ
ぬ
と
と
後
に
い
ふ
掴
り
正
が
、
併
し
、
此
に
つ
き
誼
常
の
消
費
枇
が
み
山
〈
無
意
識
と
い
ふ
り
て

h
t、
一
泊
切
の
哩
山
は
あ
る
。
即
ち
之
に
宮
き
、
ヱ

l

ベ
ル
ヒ
仕
、
泊
代
枇
の
松
掠
は
一
定
白
日
的
曲
目
泊
め
の
租
耽
義
務
者
自
支
山
と
、
引
所

得
止
の
同
に
、
均
酎
が
存
す
と
い
V

ふ
推
定
作
あ
り
と

V
P
、
プ
ロ
イ
ヤ
ー
は
、
市
淀
枇
に
於
て
説
柑
白
原
則
は
、
或
方
法
に
て
が
W
府
世
主
管
制
有
に

於
て
、
特
に
商
岩
組
済
土
、
隠
っ
て
又
訓
枕
よ
白
給
付
抽
カ
U
F

却
像
せ
ら
る
べ
し
と
い
ふ
事
質
に
山
地
る
之
内
川
L
、
シ
ユ

a
ッ
l
は
、
同
米
山
者
修

的
飲
料
白
泊
設
が
比
較
的
自
き
給
付
拙
力
白
外
形
楳
準
と
解
せ
ら
る
誌
を
得
と
訪
す
。

二
地
目
的
達
成
の
困
難
及
弊
害

晶可

較

五

消
費
動
白
目
的
及
物
位

銘
二
十
九
巷

僻

説

'Ji. 
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六

第

抗

"-，、

消
批
抵
の
目
的
及
物
値

第
二
十
九
巷

A
達
成
の
困
難

，、V
岡
目
的
の
幅
制
よ
h
往
す
る
も
の

-
困
難
事
情
|
|
若
も
消
費
税
に
於
て
消
費
抑
制
に
重
量
を
武
〈
ご
き
に
は
、
束
事
修
口
問
ピ
す
べ
き
物
の
範

凶
が
頗
る
狭
(
、
共
消
費
者
の
数
も
少
(
、

の
み
な
ら
す
中
に
は
際
医
容
易
な
物
が
少
か

ι
A
V
Kす
る
の
で
、
到

底
、
此
か
ら
し
て
多
収
の
目
的
は
漣
し
得
ら
れ
な
い
ニ
正
に
な
P
Q
(

詰
忍
。
特
に
ま

r共
物
日
間
に
批
判

L
て
聴
い
卒
に

て
課
す

d

の
な
ら
ば
成
附
印
刷
欣
入

μ
得
ら
れ
み
で
ゐ
ら
う
が
、
限
h
に
此
越
ま
れ
た
る
谷
修
品
に
高
い
税
率
伝
説
す

ご
す
る
な
ら
ば
国
窓
に
は
所
調
、
品
制
止
枕
的
の
も

ωご
な
う

τ、
禁
物
の
使
用
を
減
少
し
、
叉
油
腕
を
も
巧
妙
な

ら
し
め
て
・
其
税
牧
入
は
非
常
に
小
い
も
の
ど
な
b
、
或
は
容
仁
も
鯖
せ
し
め
る

2
5
0
多
牧
ど
こ
ろ
か
、
知
山
政

ど
も
な
ら
し
め
る
o

さ
う
か
ご
い
ふ

τ、
多
股
目
的
に
重
き
を
置
り
ば
、
自
ら
必
要
口
聞
に
課
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
(
計
七
百
此
れ
な
れ
ば
消
費
量
も
多
〈
、
隠
匿
も
困
難
で
ゐ
る
し
、
課
税
に
よ
h
多
少
・
消
費
を
減
少
し
て
も
、

大
し

τ之
を
減
や
る
こ
正
は
な
〈
、
課
税
に
よ

h
て
確
に
多
牧
を
達
し
得
る
o
併
し
然
る
ご
き
仁
は
、
枇
曾
政
策

上
、
民
衆
の
生
活
を
脅
か
す
己
い
ふ
不
都
合
を
生
じ
、
且
つ
肱
錦
、
公
正
課
税
の
要
求
に
も
反
す
る

2
5
0
加

之
、
巡
ら
〈
は
延
い
て
保
健
政
策
上
に
も
、
経
済
政
策
上
に
も
不
利
を
鷲
ら
す
こ
己
、
な
ら
う
。

.
へ
ラ
ア
晶
ル
戸
見
、
ヨ
シ
ラ
'
}
、
チ
ス
カ
、
ジ
エ
ジ
セ
ン
、
加
藤
静
、
岩
出
世
枇
牧
入
の
小
な
る
ζ

是
を
指
摘
し
て

M
P、
プ
ロ
イ
?
ー

は
、
遊
山

vm荷
物
続
出
取
入
自
大
な
ら
ざ
る
べ
き
を
説
〈
。
但
し
シ
Z

フ
レ

I
H、
使
用
者
修
説
の
多
一
枇
と
な
る
ζ

と
位
、
此
J
F
出
削
戎
完
全
な
る

(
睦
瓦
)

Con四d.a. a. O. S. 33. Roscller，乱 a.O. 5. :~， 1'fa11. a. a. O. 5目 56.
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設
展
を
盗

る
と

き
に、
疑
吹E
L 
と
1:"b 

七"

(佐一八

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
禁
止
目
的
制
法
せ
ら
る
h

瞬
間
に
於
て
租
柑
牧
額
制
容
と
な
る
で
あ
ら
う
と

aL.
フ
ロ
イ
ャ
ー
も
、
融
措
の
方
法
に

て
者
修
を
描
{
制
陣
し
、

Z
H
全
く
雌
除
す
る
と
と
が
議
す
る
と
き
に
は
、
其
目
的
が
達
せ
ら
る
る
と
同
皮
に
て
抵
の
財
政
牧
入
が
返
却
L
、
又

は
停
止
し
た
{
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
込
な
ら
う
と
符

L
、
ロ
ツ
シ
ア
ー
も
、
人
は
枚
入
皆
無
と
錯
す
べ
き
財
政
上
無
訟
時
な
る
机
柏
白
高
さ
へ
、
者

修
枇
官
築
上
白
考
を
、
追
求
し
過
ぎ
で
は
な
り
ぬ
と
抗
意
し
い
シ
ェ
フ
レ
ー
も
、
使
用
柑
を
小
牧
入
。
桔
た
ら
し
め
る
の
は
、
非
枯
的
考
察
結
ど
あ

る
ロ
例
之
、
者
修
に
却
す
る
社
合
遊
説
的
関
苧
だ
と
い
ふ
。

h

、
晶
土
』

L

，

'
E
-
、

9
 

ナ
ス
カ
は
、
岡
山
陣
枚
入
上
白
且
地
ヤ
り
し
て
は
止
活
品
川
百
品
枯
が
品
希
望
す
べ
計
も
の
だ
と
い
ふ
。

(腔
A

肌
刊

ハ
ン
グ
ー
は
、
品
川
世
品
結
中
尉
き
仙
川
は
多
肱
的
で
は
あ
る
が
、
同
州
摘
に
累
滅
的
と
な
る
で
る
ら
う
と
い
ふ
て
肘
る
。

2
解
決
方
策
1
1其
蕗
で
官
際
の
解
決
策
は
両
目
的
の
完
全
な
る
漣
成
を
行
は
守
、
中
間
黙
を
求
め
て
妥

協
を
計
る
こ
ご
に
す
る
外
な
い
。
其
蕗
で
課
税
の

a
物
品
，
と
し
て
も
、
脊
修
品
ご
も
っ
か
や
必
要
品
ご
も
っ
か

争
、
中
間
的
の
物
日
聞
を
選
hu-
』
正
、
な
る
。
郎
ち
必
要
品
t
ま
で
は
い
ひ
難
〈
、

3
b
Z
て
強
度
の
脊
修
品
で
も

な
( 

随
っ

1
少
数
の
人
々
の
み
な
ら
歩
、
大
衆
が
可
な
L

リ
由
民
〈
消
費
す
る
や
う
な
不
要
品
を
選
む
こ
吉
正
な
h

(
詰
九
)
、
共
中
で
も
特
に
衛
生
道
義
上
に
も
不
良
な
り
古
い
へ
る
や
う
な
物
を
一
屠
多
〈
選
む
こ
己
、
な
っ
て
、
多

枚
目
的
も
者
修
抑
制
H
的
も
、
随
つ
て
は
日
公
正
要
求
な
ど
を
も
相
UU
圃
遥
成
す
る
こ
正
に
な
る

J

だ
か
ら
[
て
人
頭

税
的
な
ど
ぜ
い
ふ
非
難
を
受
く
る
に
は
到
ら
な
い
で
、
或
度
ま
で
.
殆
ん
ど
凡
べ

τの
人
民
に
何
ほ
ど
か
の
負
儲

を
課
す
る
ご
い
ふ
ニ
己
の
趣
旨
に
も
適
ぴ
話
一
O
)
、
但
し
結
局
、
貧
民
を
富
者
に
比
じ
て
一
暦
重
(
課
す
る
不
都

Mo 

設

第
二
十
九
巷

七

消
費
粧
の
目
的
及
胸
紐

第

量抱

じ
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歯

譲

λ 

第
二
十
九
巻

消
費
枕
白
目
的
及
物
睦

A 

第

鋭

合
、
不
一
公
正
の
結
巣
に
節
す
る
の
は
品
目
れ
な
い
豆
一
一
)
。

に
い
然
、
9
Z
し
て
も
裳
貧
民
の
負
擦
が
間
接
(
多
〈

は
}
、
任
意
、
便
宜
・
分
割
的
(
少
し
づ
っ
)
な
る
が
銭
め
の
故
仁
、
賞
者
の
直
接
枕
負
縫
に
比
し
て
割
合
に
負
指

戚
が
腔
日
調

n
h得
る
の
で
、
之
を
緩
和
し

τ居
る
ピ
い
ふ
こ
ど
は
ゐ
る
(
位
一
-
一
}
o
b
枕
率
の
高
苫
に
つ
い
て
は
、

会
く
共
物

ω消
費
を
廠
せ
し
め
ま
る
の
昨
日
に
於

τ、
否
な
む
し
ろ
相
賞
仁
之
を
消
費
せ

L
め
て
・
多
放
の
目
的
仁

最
適
う
が
如
〈
に
、
印
ら
牧
師
明
り
最
大
の
得
ら
る
、
貼
伝
期
し
て
之
を
定
泊
る
-
』
ま
に
な
る
(
詰
一
二
一
)
O

郎
ち
此
鮎

じ
て
は
、
貨
は
脊
修
抑
制
己
い
ふ
」
己
も
考
ふ
る
が
、
共
よ
り
は
h
u
し
み
多
牧
に
日
を
着
け
る
こ
Z
に
な
る
富
一

凹
)
。
尤
も
各
秘
の
物
品
の
間

ω差
駒
曹
を
定
め
る
に
つ
い
て
は
・
市
帯
修
的
な
程
度
の
濃
淡
に
よ
る
こ
正
勿
論
で
ゐ

h
、
此
蕗
に
者
修
抑
制
が
行
は
る
、
の
で
ゐ
る
。
卸
ち
先
づ
各
組
品
物
の
聞
に
斯
か
る
差
等
を
大
館
に
於

τ附
り

た
る
よ
に
て
、
各
に
つ
い
て
は
莫
ら
に
前
記
の
如
、
苫
般
入
の
最
大
に
着
服
し
て
率
を
定
め
る
の
で
あ
る
。

{
駐
丸
)

へ
ツ
ケ
ル
は
、
新

L
告
法
律
由
政
逢
は
、
其
主
眠
止
、
む
し
昌
一
般
事
操

A
大
批
泊
費
物
回
大
な
塊
の
ょ
に
向
け
、
北
轄
の
物
に
泊
費
説

白
重
駄
を
置
〈
と
錯
し
、
パ
ス
ア
1
プ
ル
位
、
大
枚
簡
を
腕
加
持
す
る
鵠
め
に
は
一
般
消
費
の
物
惜
を
践
し
な
(
て
は
な
ら
白
と
岱
し
、
ジ
エ
ン
セ

シ
も
、
財
政
目
的
が
第
一
に
重
要
な
る
と
き
に
、
動
位
、
関

t
mゐ
ら
れ
て
非
胤
仲
的
自
需
裂
を
も
つ
や
う
な
物
の
上
に
探
せ
ら
る
べ
し
と
錨

L
・
シ
ル
ラ
λ

も
間
接
祉
は
蹴
(
市
北
せ
ら
れ
で
其
需
要
。
刷
伸
力
小
な
る
如
、
き
物

ι
探
せ
ら
る
べ
し
と
す
る
。
そ
れ
h
b
4
ラ
ア
エ
ル
デ
ス

は
、
消
費
税
目
大
衆
制
費
白
拘
値
た
る
物
を
特
に
越
む
。
総
ら
ざ
れ
ば
唯
小
牧
闘
を
生
じ
、
租
松
田
不
快
が
結
果
に
比
例
し
な
い
と
企
に
な
る
と

錦
し
、
プ
ロ
イ
キ
l
位
、
俄
計
在
支
出
量
示
す
所
内
大
批
現
畿
を
融
積
上
に
描
旋
す
る
と
と
白
塗
せ
ら
る
込
主
き
に
の
み
、
山
県
隣
自
大
収
劇
が
謹

.
‘
、
、

せ
ら
る
誌
を
静
止
錯
す
@
そ
れ
か
b
ρ
ν
n
p
l
は
、
内
醐
樹
刷
費
腕
白
一
勝
鼎
由
値
用
位
、
比
舵
的
山
ザ
般
の
物
に
眠
ら
る
べ
{
、
共
は
M
T
者
修
品
及
者

a. O. S. 43. Scha侃e，a. a. O. S. 344 
Tyszka. a. a. O. S. 262 

Hunter， 1.ιp. 222 
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、
、
、
、
.
、
、
、
‘
.
、
、
、
、

修
品
目
種
類
た
る
べ
き
だ
と
焔

L
、

p
ス
ナ

I
也
、
事
刷
用
方
偲
鵠
枯
に
位
る
大
衆
課
盟
主
者
修
課
稔
に
品
川
る
窮
者
謀
説
と
が
帝
闘
肘
世
々
策
的
郁

軸
た
る
べ
し
と
す
。

t
p
シ
ス
キ
ー
は
、
人
現
世
及
階
級
世
又
ほ
必
要
品
消
費
枯
の
特
に
陥
る
こ
と
な
〈
し
て
、
枯
を
認
せ
ら
れ
向
者
の
止
J
V
'
と
い
ふ
こ
と

2
 

は
、
不
要
品
消
費
駒
田
助
に
よ
り
て
行
は
る
と
い
ふ
。

{健

-
O
)

(
陸
-
-
)

チ
ス
カ
は
、
間
費
粧
が
比
大
賞
品
に
課
せ
ら
る
る
だ
け
に
て
は
、
給
付
能
力
に
臨
ず
る
公
正
原
則
に
従
ふ
て
謀
せ
ら
れ
な
い
と
と
に
な

る
と
怨

L
、
ゾ
エ
シ
セ
シ
も
、
特
に
由
同

t
似
用
せ
ら
る
-A

物
に
協
せ
ら
る
込
と
き
に
、
内
同
消
費
枕
及
閥
粧
の
主
た
る
故
障
は
共
の
累
減
的
な
乙

&
だ
と
い

L
O
z
-
-ヘ
ル
ヒ
日
、
暗
柿
叫
白
消
却
沿
ポ
蹴
し
て
一

μ者
上
日
も
下
級
者
な
一
府
高
い
此
に
で
負
制
叫
せ

t
め
る
と
却
し
、
ジ
ル
ヲ
ス
針
、

、，

間
接
柑
位
性
質
上
黒
滅
的
だ
と
い
ふ
山
口
も
、
事
同
一
一
趣
旨
に
出
づ
る
。

(
陸
=
一
)

内
ツ
ケ
ル
位
、
消
費
枇
に
は
、
此
勧
白
感
知
山
小
い
と
是
L

い
ふ
心
四
上
申
助
織
が
働

E
と
儲

L
、
チ
ス
カ
も
、
間
接
従
串
枕
白
倣
枇

位
、
賦
課
直
情
税
の
其
よ
り
も
、
一
居
小
な
堅
泊
を
奥
ふ
と
鵠
L
、
グ
ラ

1
7
は
共
支
棚
白
任
意
な
る
ζ

企
、
共
分
割
的
な
る
と
と
、
陪
っ
て
泊

山
削
岩
を
し
て
感
知
せ
し
め
ざ
る
と
と
が
、
間
接
枕
を
‘
下
厨
民
に
眠
り
て
の
相
訪
な
る
早
一
の
租
柑
徴
牧
に
迦
命
づ
け
る
と
舟
L
、
ヨ

ν
ラ

l
v

は
、
前
費
者
自
主
抑
が
唯
だ
共
枚
入
全
両
さ
に
柑
惜
し
且
ワ
共
収
入
自
楠
令
に
要
求
さ
る
L

結
晶
に
、
此
部
大
な
る
鹿
に
て
容
易
み
』
せ
ら
れ
、
且

つ
最
小
奇
分
割
師
聞
に
於
て
、
並
に
義
務
者
に
最
容
易
な
る
瞬
間
に
於
て
生

E
得
る
と
鎚
ナ
。

(
陸
戸
一
-
一
)

ハ
λ

テ
1
.
7
ル
は
、
一
回
以
る
聞
か
な
限
非

u、
各
品
の
揚
告
に
、
最
大
牧
制
と
い
ふ
蹄
件
に
よ
り
て
併
せ
ち
る
と
泊

L
、
ジ
エ
ン
セ

シ
も
、
其
を
超
へ
て
は
内
闘
消
費
柑
の
行
仕
る
べ
か
ら
古
る
松
市
中
白
限
度
あ
り
と
怨

L
、
ヨ
シ
ラ

i
vも
之
に
つ
き
大
蔵
大
臣
の
任
務
仕
、
如
何

5
 

な
る
高
さ
に
て
、
最
大
由
牧
入
走
資

ι
L得
る
か
を
且
山
す
と
と
だ
企
舘
す
。

(
睦
-
回
)

り
ス
ナ
ー
は
、
人
目
慣
習
及
錯
誤
由
拙
れ
を
、
ぜ
を
止
め
及
指
導
す
る
ζ

止
は
誼
義
論
者
。
努
力
に
待
ワ
e

租
祉
政
借
家
白
任
務
は
、

ま
だ
妨
げ
ら
札
ざ
る
拙
れ
の
幅
及
探
き
が
、
具
を
航
行
を
保
陸
す
る
嵐
に
、
其
舶
を
平
り
、
そ
し
て
之
を
帝
岡
白
目
的
に
役
立
た

L
め
る
ζ

と
に

6
一

あ
り
と
錦
す
。

論

静
ニ
+
丸
春

丸

殺

前
山
国
積
回
目
的
及
物
値

第

観

1 
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議

消
費
税
白
目
的
見
物
鵠

第
二
十
九
巷

論、B
JM

脊
修
抑
制
円
的
に
存
す
る
も
の
|
|
其
は
皐
党
此
消
費
税
が
人
仁
就
き

τ謀
せ
守
物
仁
就
き

τ課
せ
ら
る

、
が
柏
崎
め
に
生
十
る
内
で
ゐ
る
。
若
も
比
消
費
課
税
が
、
そ
し
て
脊
修
抑
制
の
斜
め
の
課
税
が
、
各
人
の
金
き
牧

O 

第
-
概

O 

支
に
就
き
て
行
は
る
、
な
ら
ば
・
北
(
の
必
要
ピ
認
め
ら
品
、
も
の
を
超
へ
て
支
出
さ
る
、
額
の
大
い
も
の
ほ

E
、

一
府
大
な
市
消
修
を
行
ふ
も
の
ご
し
て
、
之
に
一
一
府
高
き
課
税
金
銭
す
こ
ご
に
よ
hJ
て
、
犬
の
目
的
が
遥
せ
ら
れ

poo

然
る
に
今
日
は
、
共
一
史
符
ほ
れ
な
い
。
北
(
仁
は
つ
ま
hJ
は
、
各
人
の
収
支
一
の
記
帳
弧
制
、
帳
簿
検
査
強
制
を

件
ふ
の
外
な
レ
い
で
あ
う
て
、
北
(
は
各
人
の
純
杭
仰
の
自
由
を
妨
げ
、
各
人
の
経
済
の
秘
密
を
後
(
ご

V
L
ニ
ピ
に

封
ず
る
強
き
反
謝
が
あ
っ
て
行
は
れ
な
い
。
其
慮
で
今
日
の
消
費
税
は
各
物
慢
に
就
い

τ課
税
せ
ら
れ
る
が
、
質

に
其
が
治
的
に
比
税
が
根
本
的
の
奈
修
抑
制
目
的
、
其
正
一
伴
ふ

τ民
同
正
課
税
の
要
求
に
も
過
は
ぬ
こ
ご
に
な
る
の

で
ゐ
る
。

-
立
法
上
高
相
修
口
問
己
非
脊
修
品
己
の
区
別
困
難
な
る
が
銭
的
に
生
十
る
も
の

1
1一
克
来
、
高
羽
修
の
意
味
が

r
、

明
確
に
し
て
絡
調
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
謀
枕
に
際
し
物
館
の
選
定
が
容
易
で
あ
る
け
れ

X
も
、
質
は
、
此
が
不
明
確

に
し

τ相
調
的
な
る
も
の
で
あ
る
詫
一
五
}
O

先
づ
此
が
時
芭
共
に
後
化
す
る
こ
ご
は
人
の
良
(
知
る
所
で
あ
る
。

嘗
て
脊
修
品
Z
せ
ら
れ
た
物
で
(
例
之
、
時
計
)
、
今
は
一
般
普
通
ロ
問
己
な
っ
て
し
ま
っ
て
居
る
も
の
が
ゐ
る
。
叉

場
廃
に
よ
り
て
も
臭
る
。

一
囲
内
の
一
地
方
に
て
布
告
修
品
己
古
る
、
も
の
が
、
他
地
方
に
て
普
通
口
問
ご
い
ふ
こ
己

も
ゐ
る
(
例
之
、
犬
)
(
謹
一
山
ハ
)
。
延
仁
同
一
時
間
一
地

t
し
で
も
、
或
個
人
に

zhτ
は
其
特
別
の
心
身
妹
態

ω潟

Tyszka. a. a. O. 5. 261. Jensenr 1. c. p・31L2. Eheberg， a. a. O. S. 
5~3.. ~hirra5 ， !-c.... p・347・
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め
に
必
要
な
も
の
が
、
多
〈
の
人
に

t
b
て
は
む
し
ろ
不
要
な
物
古
い
ふ
こ
己
が
あ
る
(
例
之
・
泊
)
又
同
一
入
、

共
は
普
通
の
人
だ
ご

L
て
も
、
共
に
取

b
一
物
の
用
途
に
よ

b
て
必
要
ぜ
も
な
り
不
要
正
も
な
る
ご

ν
ふ
こ
ピ
が

あ
恥
(
例
之
、
摘
が
時
ご

L
T出
端
正
も
な
り
、
単
な
る
亭
鶏
口
問
ど
も
な
る
)
o

共
れ
で
立
法
者
が
者
修
口
問
だ
ぜ
し

τ

課
税
し
て
、
森
修
抑
制
の
積

b
で
崩
つ
で
も
・
質
際
の
結
果
に
て
は
却
っ
て
必
要
品
を
課
税

L
・
吐
沖
縄
め
不
必
一
中

な
る
課
税
全
錯
し
、
下
府
民
の
生
活
を
膝
迫
昔
る
二
ご
に
も
な

h
得

る

o
で
比
結
に
て
は
戒
皮
の
不
完
全
を
認
め

つ
つ
、
其
閥
北
(
時
代
の
一
般
平
均
人
一
し
正
、
り
て
の
大
館
、

不
要
な
物
舎
謀
す
る
程
度
で
辛
棒

L
て
居
る
の
が
宵
際

?
J
i
L
E

ュ
3

t
J
d
F‘za--i
、‘

(
陸
一
五
)

レル一
7

A

は
、
者
惨
を
定
義
す
る
こ
左
目
非
常
に
岡
雛
だ
と
鈎
し
、
ル
ぜ
y

ス
キ
ー
は
、
春
m
世
田
富
義
は
あ
ま
り
に
不
合
開
だ
と
銭

す
。
プ
ロ
イ
ヤ
ー
は
、
或
階
段
に
於
吋
る
財
(
地
帯
静
的
)
の
排
列
は
、
勝
局
的
の
凡
ぺ
て
白
時
代
に
つ
い
て
磁
定
し
た
も
白
，
c
t
〈
し
て
、
場
慮
、

時
比
文
化
段
階
に
よ
り
、
加
之
、
川
白
畑
注
に
よ
り
C
醐
端
的
由
、
も
の
だ
止
却
し
、

Z

1

4

ル
ヒ
町
、
串
要
品
位
、
一
般
不
誕
品
紙
、
容
修
柏
町

凶
別
は
、
時
と
蕗
と
に
上
り
て
樋
化
ナ
る
。
世
に
一
闘
民
A
各
附
級
自
凪
俗
悦
旬
、
即
ち
一
般
文
化
扶
惑
の
み
な
ら
ず
、
認
恨
の
純
然
た
る
自
然

的
事
-
貸
出
、
往
々
に
し
て
一
物
の
右
何
れ
に
幽
す
る
か
を
決
ナ
る
、
見
阿
一
積
物
幽
が
拠
品
質
に
よ
り
て
或
仕
必
要
物
と
な
り
、
或
は
一
般
侠
刷

〉包

品
と
な
り
、
成
仕
者
修
品
と
な
る
こ
と
も
看
却
し
で
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
。

(
控
-
六
)

〉日

レ
品
ア
レ
I
付
、
心
者
修
的
所
有
物
が
、
提
り
た
る
相
場
所
に
て
、
同
一
度
に
で
特
段
な
る
租
枕
力
を
示
き
ぬ
と
ナ
。

9
 

ピ
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
者
修
と
し
て
は
中
等
階
組
に
究
際
杢
〈
不
蝿
な
る
が
如
、
き
物
の
み
を
課
ナ
ペ

L
と
ナ
ι

(
五
-
七
)2

脊
修
品
に
で
も
技
術
上
捕
捉
難

ω縛
め

仁

非

識

税

品

Z
す
る
ニ
正
ゐ
る
よ
bd
生
A
V
る
も
の

l
l脊
傷
口
開

論

議

消
費
税
由
目
前
日
品
物
鶴

第
二
+
丸
谷

第

披
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論

置ま

第

脱

消
費
粧
の
目
的
及
物
怯

第
二
十
丸
谷

の
中
に
は
、
外
界
仁
表
現
し
て
察
易
に
捕
捉

L
得
ら
れ
、
随
ふ
て
消
費
課
税
の
行
は
れ
る
も

ωも
ゐ
る
日
れ
ど

も
、
中
に
は
、
隠
匿
容
易
で
・
捕
捉
悶
雛
で
あ
り
、
其
縛
め
、
本
有
修
抑
制
の
錦
め
持
た
日
公
平
訟
税
の
斜
め
に
課
税

L
h
h

し
ご
す
る
に
拘
ら
す
、
見
す
ん
司
身
之
を
非
説
税
品
ご
す
る
こ
芯
が
ゐ
る

{
例
之
、
資
石
類
、
却
っ
て
北
(
に

比
し
て
脊
修
皮
の
弱
い
物
(
楢
の
如
き
)
に
重
課
す
る
こ
ご
ご
も
な
る
。
印
も
課
税
す
べ
き
脊
修
口
仰
の
柿
類
範
闇

が
、
制
附
税
技
術
の
難
易
か
ら
限
定
せ
ら
れ
℃
詮
一
八
)
・
北
(
均
的
夫

ω日
的
乃
至
要
求
を
逮
せ

myし
い
ム
ニ
正
が
ゐ

品。
(
陸
一
八
)
シ
ェ
フ
レ
ー
は
、
最
多
〈
課
税
す
ペ
〈
、
最
多
肱
で
あ
り
、
課
間
技
術
上
に
特
易
に
捕
捉
す
べ
き
物
世
は
貨
に
唯
宇
蜘
の
み
だ
主
ぬ

L
、
又
、
物
越
自
分
散
及
小
形
値
白
み
な
ら
ず
、
物
値
白
倒
値
集
中
、
共
倒
値
目
高
さ
、
可
動
及
陪
蹴
が
佐
川
股
白
一
結
果
を
一
閃
蹴
と
す
る
と
活

T
U
ピ
リ
シ
ス
キ
ー
は
、
高
官
修
枇
の
物
般
を
蹴
蹴
し
占
で
A
J
主
す
れ
ば
、
人
が
或
は
加
硲
に
陥
る
か
、
さ
も
な
け
I
V

ば
者
修
で
は
あ
切
符
之
、
も
、
削

る
岡
蹴
に
及
唯
だ
消
費
者
に
て
非
常
な
煩
累
を
か
け
て
の
み
税
如
き
る
h

ζ

と
の
山
来
る
抑
止
諒
す
る
と
と
L
む
ら
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
と
銃
し
、

加
藤
円
滑
格
的
柑
費
巾
に
は
、
最
不
良
な
物
産
官
上
故
不
良
で
る
っ
て
随
っ
て
最
抑
医
し
た
き
も
り
}
に
し
て
課
紘
ナ
ニ
ら
ざ
る
も
白
が
あ

2
 

る
と
伺
す
“

1
J
 

3
物
に
よ
h
同
組
品
の
問
に
於
け
る
菊
修
の
耗
度
仁
依
る
差
等
課
税

ω行
は
れ
雄
主
こ
ぜ
よ
h
生
す
る
も

の
|
|
薄
ま
れ
た
る
課
税
品
に
就
い
て
、
物
に
よ
b
て
は
或
度
ま
で
其
に
於
り
る
者
修
の
度
合
を
計
h
て
差
等
を

附
し

τ課
税
し
得
る
。
例
之
、
義
国
の
内
岡
消
費
税
に

τも
砂
糖
の
如
き
は
色
相
ご
い
ふ
簡
単
な
る
様
準
に
よ
り

て
此
が
行
は
れ
て
、
地
帯
修
抑
制
仁
も
池
ひ
、
目
白
卒
課
税
ご
も
な

h
得
る
(
註
一

3
0
然
る
仁
物
仁
よ
り
て
は
・
例

Kalo， <l. Iよilinski，礼i:l... O. S. r 5o-r 
Bilinski， a. a. O. S. 121 

Sch'i.日e，a. a. O. S. 265. 332. 

a. O. S. 7' 



之
、
清
酒
の
如
=
に
て
は
品
仙
の
如
き
差
等
課
税
が
行
は
れ
悪
い
v

。
酒
精
分
二
十
三
度
以
内
た
る
限
h
、
上
等
酒
も

下
等
酒
も
平
等
に
課
税
事
れ
て
居
る
ぜ
い
ふ
こ
ど
に
な
る
o

或
は
物
に
よ
b
f
は
何
等
か
外
形
川
崎
準
に
よ
h
て
此

差
等
課
税
が
行
は
れ
て
、
共
結
旧
末
、
却
っ
て
不
公
卒
な
る
課
税
に
婦
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
も
ゐ
る
(
註
ヌ
リ
)
O

(
詰
-
九
)

エ

i
ベ
凡
ヒ
灯
、
税
唱
が
物
の
品
質
に
上
り
て
分
級
す
る
ζ

と
が
一
層
多
〈
達
す
れ
ば
す
る
ほ

r、
均
怖
が
噌
加
す
る
と
局
L
、
ヘ
ヅ

ケ
ル
は
、
人
が
税
の
高
在
世
部
枕
品
の
品
質
に
遡
臨
し
千
う
と
し
、
南
側
阿
川
K
向
指
c
枕
串
を
鞠
用
す
る
ζ

と
を
出
鼎
出
動
と
す
る
こ
と
に
土
り
て
の

h
J
、
泉
地
枕
申
山
一
割
皇
注
し
仰
と
岱
L
.
ピ
リ
シ
ス
キ
ー
も
、
人
が
掛
費
枕
物
惜
の
ご
M
A
き
品
質
に
一
層
高
き
枯
市
中
を
却
す
る
こ
ー
と
に
よ
り

て
、
北
の
下
に
担
(
は
る
体
中
古
を
故
ふ
の
を
例
ー
と
す
と
処

ro
向
特
に
、
十
九

b
は
、
世
械
の
遁
況
な
課
枯
物
油
と
い

ω
刊
日
中
i
.

比
品
質
ト
ト

m
 

上
旬

2

て
骨
組
さ
れ
得
る
こ
と
を
県
げ
て
居
る

G

(
註
ニ

O
)

ル
ゼ
ン
ス
キ
E

は
、
共
例
主
し
て
、
摘
出
坦
白
岩
修
取
引
枕
に
て
、
七
上
明
多
か
ら
ざ
る
両
を
有
す
る
快
巾
入
仕
免
砧
で
あ
る
の
に
、
出

に
乎
艇
附
と
な
っ
て
居
る
私
的
位
租
枯
職
務
ぁ
h

悼
と
と
誌
な
り
、
金
制
裂
の
曜
は
租
抗
議
替
が
あ
る
凶
に
、
宇
紺
製
自
は
制
し
て
叫
獄
、
俳
L
商

問

石
入
り
の
は
義
務
あ
る
ζ

と
誌
な
る

?
E事
「
。

4
消
費
者
の
自
由
意
思
の
作
用
よ
b
生
す
る
も
の
1
1斯
く
前
記
の
如
〈
に
し
て
課
税
物
雌
己
し
て
は
審

修
の
意
義
弘
多
少
恋
意
的
に
之
を
定
め

h

そ
し
て
技
術
上
捕
捉
回
調

ωも
の
の
み
を
選
み
、
夏
に
は
多
牧
の
僚
件
を

も
考
慮
し
て
一
定

ω品
物
を
定
め
る
こ
ど
に
な
る
か
ら
、
消
品
質
者
の
意
思
の
働
き
に
よ
h
、
品
山
の
輔
の
物
を
避
け

て
、
他
の
非
課
税
者
修
物
に
移
り
、
卸
も
申
押
し

f
寿
修
的
消
費

ω内
に
て
、
消
費
物
の
稲
類
を
縛
換
す
る
こ
己
に

よ
h
て
、
此
課
税
を
免
れ
(
註
三
)
、
随
ふ
て
立
法
者
の
春
修
抑
制
の
目
的
が
遼
せ
ら
れ
ぬ
古
い
ム
一
』
己
に
も
な

誼

議

第

i鵠

消
費
積
D
目
的
及
物
値

第
二
十
九
巻

Bilinsl日， a. a. O. Eheberg， a. a目 o.s. 42[. Hecke!， a. a. O. S. 39・
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I1歯

a 

消
費
枯

O
目
的
及
物
惜

第
二
十
九
巻

四

静

観

回

る
o

或
は
抑
制
枕
な
る
代
踊
口
聞
に
向
ム
こ
ご
に
よ
h
て
夫
り
税
を
免
れ
(
誌
ニ
ニ
)
、
北
戸
縛
め
に
も
立
法
者
の
期
待
が
一
義

切
ら
れ
る
こ
正
に
な
る
。
加
之
、
場
合
に
よ
り
て
は
却
っ
て
能
力
之
し
き
人
が
生
活
必
要
品
を
節
約
し
て
ま
で
、

課
税
物
ご
し

τ越
ま
れ
た
る
比
較
的
り
者
修
に
風
す
る
物
を
徳
却
す
る
こ
芭
に
も
な
っ
て
(
芭
二
三
、
比
に
も
立
法

者
め
本
有
修
抑
制
、
日
公
正
謀
枕

ω期
待
が
漣
せ
ら
れ

5
る
こ
正
に
な
る
。

(
陸
ニ
ご
プ
ア
ワ
は
、
特
別
留
修
枕
は

M
9
c
m
場
合
、
岩
悼
泊
費
白
防
止
に
品
泊
な
い
で
、
晴
、
U
R
M
脚
挽
同
山
地
〈
と
品
L
、
ベ
ラ
フ

Z

λ

-

Y

丸

位
、
唯
二
三
回
蕗
嬰
た
る
物
山
田
が
謀
枯
せ
ら
れ
、
金
初
出
出
諒
叫
刊
さ
れ
古
る
い
胤
に
は
、
他
都
内
物
を
市
出
し
な
い
者
眠
、
北
陥
力
が
抑
制

ι大
〈

A
U吋

て
も
、
和
世
抑
は
ぬ
と
い
A
と
と
に
な
る
と
岱
す
叫

ベ
ヲ
ア
エ
ル
デ
ス
は
・
前
北
砧
の
物
位
位
仙
の
拘
て
代
b
れ
な
ル
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
枯
ら
ざ
れ
ば
租
粧
が
之
に
て
削
位
さ
れ

ら

る
か
ら
。
或
は
枕
が
晶
代
別
品
に
も
蹴
砥
さ
れ
な
〈

τは
な
ら
ぬ
と
い
ふ
@

(
睦
ニ
ニ
)

プ
ロ
イ
ヤ
は
、
場
合

ιよ
り

τ
は
此
前
力
。
存
立
と
い
ふ
ζ

と
な

t
し
て
、
悲
惨
慾
が
充
た
さ
れ
、
此
に
て
者
向
世
的
卒
離
が
唯
だ
生
前

叩

品
術
品
白
一
時
的
断
A
B
に
よ
り
て
の
み
民
入
れ
ら
れ
る
場
合
を
止

f
と
い
ふ
。

(
陸
ニ
三
)

B
此
目
的
達
成
の
弊
害

，a
、い

多
枚
目
的
に
関
す
る
も
の
1

|
此
枚
の
多
枚
目
的
の
迷
成
せ
ら
る
、
結
果
は
.
有
盆
必
要
な
る
岡
家
需
要

が
充
た
さ
れ
る
り
利
益
を
生
す
る
り
れ
ど
も
・
叉
、
共
の
勉
め
に
之
を
濫
用
し
工
、
聴
キ
し
〈
経
史
的
支
出
を
決

定
L
.
会
館
上
償
値
の
小
い
も
の
に
支
出
す
る
ご
い
ふ
こ

z
b
生
じ
得
る
。
共
も
民
衆
勢
力
が
強
(
な
れ
ば
、
期

〈
て
民
衆
に
重
き
負
携
芯
な
る
や
う
な
税
の
牧
入
を
軽
々
し
く
は
支
出
せ
ぬ
こ
己
に
な
る
が
、
然
ら
ぎ
る
世
間
に

τ
Pfau. a. a. O. S. 58. Bela Fulcle:s， a. a. O. :3. 379・
Bela Foldes， a. a. O. S. 477・
Brauer， LUXllssteuern. S目 455・
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は
、
政
府
が
斯
か
る
設
に
つ
い
て
は
議
曾
の
協
賛
の
得
ら
れ
易
い
の
で
、

一
屠
多
〈
に
も
右
の
灘
用
を
生
じ
得

る
o

其
蕗
で
多
枚
目
的
の
達
成
に
何
ほ
ど
か
の
困
難
の
あ
る
古
い
ふ
こ

E
は
・
此
意
味
か
ら
い
ふ
吉
、
却
っ
て
好

都
合
だ
官
h
y

ふ
・
』
正
に
な
る
。

ゐ
脊
修
抑
制
目
的
に
闘
す
る
も
の

l
l此
の
税
に
よ
り
脊
修
抑
制
目
的
が
達
成
さ
れ
た
ご
す
れ
ば
、
事
有
修

ω

弊
害
eg抑
ゆ
る
こ
E
は
出
来
る
が
、
同
時
に
之
が
利
益
を
も
失
ふ
正
い
ふ
こ
ご
が
あ
る
の
を
見
逃
し
て
は
な
ら

臥
。
英
は
何
ん
な
も
の
か
と
い
ふ
ー
へ

)

}

 

1
文
化
上
|
l
a
脊
修
は
美
術
乃
主
務
術
h
f
L

準
め
る
傾
が
ぬ
る
託
ニ
四
百
此
が
抑
制
を
計
る
課
税
は
削
ち

(

(

 

此
文
化
上
の
利
盆
を
制
限
す
る
こ
ご
仁
な
る
。

b
審
修
は
叉
過
去
に
於
り
る
人
の
文
化
的
成
果
を
保
存
す
る
も
の

rの
仁
、
之
が
課
税
は
、
之
を
も
制
限
す
る
。

(
駐
二
回
)
ル
ゼ
シ
ス
キ
E

は
、
審
停
と
髄
術
と
は
兄
弟
・
と
い
は
札
、
藤
術
は
又
一
世
修
の
下
叫
だ
と
も
い
は
る
与
と
鵠
ナ
出

は
、
経
済
上

l
l
h脊
修
は
人
の
経
済
上

ω努
力
を
刺
戟
す
る
ち
の
で
ゐ
る
の
に
、
之
を
抑
制
す
る
が
勉
め

に
冒
此
経
済
上
の
努
力
を
鈍
ら
し
む
る
こ
芭
に
な
る
o

b
そ
し
て
脊
修
は
脅
に
文
化
産
物
の
保
存
た
る
の
み
で
な

〈
.
叉
寅
に
経
済
上
の
成
川
市
の
保
与
の
周
を
も
潟
す
。
之
が
抑
制
は
此
駄
-L
於

τも
不
得
策
な
る
も
の
が
あ
る
。

3
枇
曾
上
1
1脊
修
抑
制
は
、
其
事
業
に
於
け
る
帥
労
働
者
従
業
者

ω失
業
原
図
正
な
る
を
弛
れ
ぬ
。
尤
も

代
h
の
仕
事
が
必
要
日
開
産
業
に
見
出
苫
れ
る
こ
ご
仁
な
る
ご

ν
ム
可
能
も
あ

b
、
そ
れ
か
ら
宥
修
工
業
に
於
け
る

臨

離

E 

消
費
訟
由
目
的
及
物
値

第
二
十
九
巻

E 

第

観

Lusensky. a. a. O. S. 60 zη 



ゴh

E問

第
二
十
九
巻

六

讃

消
費
積
白
目
的
及
物
値

第

挽

--. ，、

打
撃
ぜ
い
ム
て
も
、
其
は
新
枕
又
は
増
税
の
行
は
れ
花
常
時
に
止
ま
b
、
北
山
後
に
は
次
第
に
品
に
於
け
る
需
要
の

復
活
す
る
己
い
ふ
望
み
が
な
い
で
は
な
い
が
(
註
二
五
)
‘
併
し
兎
も
角
、
課
税
産
業
に
於
て
特
殊
技
能
を
有
う
者
に

ご
b
て
少
〈
ご
も
一
時
相
賞
の
不
利
を
受
け
な
り
れ
ば
務
ま
な
い
(
武
二
六
)
O

zaユ
-E

F
E
ニョ、

グ
ラ
フ
は
、
栂
趨
帝
闘
及
凡
eへ
て
綿
凶
上
盛
謹
し
づ
札
、
あ
る
文
明
闘
に
て
、
一
回
硲
者
自
純
附
即
ち
遊
山
V
H
聞
の
肺
門
品
者
の
純
闘
は
龍
々

蛸
張

L
-
之
に
よ
り
て
新
か
る
物
心
主
益
者
は
$
々
噌
加

L
た
る
臨
時
価
岐
を
計
算
す
る
配
梓
了
し
と
錦
す
叫

ル
ぜ
ン
え
キ
ー
は
、
ハ
イ
ダ
マ
ン
山
詞
を
引
川

L
亡
、
者
修
枇
が
先
議
白
原
川
だ
と
均
す
。

(
提
ニ
穴
))

 
4
保
健
上
|
|
特
に
住
居
脊
修
に
閲
す
る
場
合
の
知
之
脊
修
抑
制
が
や
が
て
他
牒
有
害
な
品
橋
治
に
向
は

(
 

し
む
る
こ
正
も
ゐ
h
得
ぺ
(
(
詰
ニ
七
)
、
夏
ら
に
保
健
上
の
目
的
じ

τも
謀
せ
ら
れ
た
る
酒
税
が
却
っ
て
有
害
物
の

消
費
を
進
め
る
ご
い
ふ
が
如
き
こ
ご
仁
も
な

h
得
る
。

{
位
二
七
)
プ
ロ
イ
ヤ

1
位
、
住
居
者
修
枕
に

τ公
共
術
生
に
封
す
る
危
険
を
感
じ
た
と
時
ナ
叩

第
二
段

消
費
税
の
物
鵠

一
消
費
税
物
館

ω
選
定
雄
|
|
消
費
税
の
目
的
以
上
の
如
〈
、
そ
し
て
之
が
達
成
に
困
難
が
あ
h
又
弊
害
も
あ
る

ご
す
る
ご
き
に
、
之
が
物
館
じ
も
完
金
な
る
も

ωは
求
め
て
得
難
い
ぜ
い
ふ
こ
ど
に
な
る
。
上
じ
い
ム
如
〈
仁
し

て
今
日
は
未
だ
人
に
就
い
て
之
を
践
す
る
こ
ご
が
出
来
十
し
て
、
物
に
就
き

τ課
す
る
外
な
し
ピ
し
て
、
期
か
る

Graf) a. a. O. S. :;:90. 
Lusensky. a. a. O. S. 37 
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物
ご
し
て
は
結
局
、
大
衆
の
消
費
す
る
比
較
的
不
要
に
局
す
る
物
で
あ
っ
て
、
而
が
も
捕
捉
し
易
〈
、
技
術
上
、

差
等
課
税
の
行
は
れ
得
る
も
の
を
港
む
こ
正
に
な
る
。
蕗
で
斯
の
如
き
も
の
Z
し

τは
大
穂
、
酒
、
煙
草
、
砂
糖

が
蛍
る
ご
せ
ら
る
、
り
れ
ど
も
(
出
二
八
)
.
此
等
Z
て
も
何
は
Y
」
か
不
完
全
た
る
を
兎
れ
な
い
G

例
之
、
飯
に
摘
の

如
き
に

τも
差
等
割
同
枕
が
行
は
れ
難
い
己
い
ふ
こ
正
が
ゐ

h
・
砂
糖
に
壬

h
τ
は
差
等
総
枕
は
行
は
れ
得
る
が
u

何
ほ
ど
か
生
活
上
に
必
要
な
も
の
ピ
い
ふ
意
味
が
硯
〈
現
は
れ
(
山
一
一
九
-

L
Z
同
ミ
リ
、

歌山
m
F
U
ハ

前
記
三
の
も
の
の
小
に
て
は
煙

L'A.、，

A
a
s喝、

faブ
カ
-
珂
羽

保
件
を
備
へ
る
ご
い
ふ
一
』
ピ
ド
な
る
託
一
一
T
U
)
。
新
夫
れ
治
山
飲
料
ド

.
E
h
t
は
不
裂
の
芯
除
が
一
泊
よ

ち
は
田
仰
〈
・
骨
州
刊
に
去
り

τは
多
牧
仁
川
泊
は
心
。
織
物
は
多
欣
に
は
油
う
け
れ
ど
も
、
何
日
ど
か
必
哩
課
税
ご
」
な

る
可
能
性
が
ゐ

h
、
辿
脱
の
間
際
も
少
〈
な
い
。

)
 

1
出

f
 

'と沿
L
、
ピ
り
シ
ス
キ
ー
も
、
捗
働
者
に
と
り
不
製
な
れ

rも
大
に
消
費
せ
ら
る
L

物
憾
の
純
悶
は
符
易
に
叫
持
せ
ら
る
る
。
酷
維
巴
心
抗
際
は

(
位
二
八
)

刷
革
、
砂
糖
を
卑
「
る
も

m
l
l
へ
ツ
ケ
ル
は
、
飲
料
、
砂
持
、
開
平
及
制
似
山
枕
町
、

ι+吉
胡
糾
の

k
主
と
し
て
却
は
れ
在

貨
に
此
の
如
き
拘
値
を
特
越
し
た
。
共
は
三
由
主
た
る
飲
料
{
葡
萄
酒
、
卦
油
、
火
泊
)
、
攻
に
煙
車
瓦
砂
概
だ
と
焔
L
、
シ
ル
ラ
ス
も
、
近
代
白

》

砂
仙
相
、
及
矧
半
白
枕
に
拠
へ
ら
れ
た
る
大
な
担
割
だ
と
怨
ナ
刊
か

内
同
消
費
枕
の
主
た
る
特
徴
は
珊
硝
師
、

ι
月
泊

幻
楢
岡
田
草
を

m-rる
も

ω
l
l
p
シ
タ
ー
は
、
世
川
掛
到
る
島

ι、
近
代
目
内
岡
山
代
桔
叫
泊
め
副
主
た
る
士
喜
は
泊
剣
と
開
草
と
だ
と
活
し
・
マ

(
 

イ
ル
も
、
古
よ
り
正
凡
べ
て
の
世
界
に
於
て
柿
柑
依
料
と
煙
車
と
が
柑
我
枕
の
向
終
的
の
主
た
る
制
制
だ
と
侃
し
、
チ
ス
カ
も
、
シ
ャ
ン
バ
シ
、

央
酒
、
煙
草
山
叫
が
常
に
多
砂
給
付
能
力
あ
る
人
か
ら
抱
は
る
と
活
L
、
ヨ
シ
ラ
l
w
p
は
、
泊
泊
仇
梓
山
沿
は
、
凡
〈
て
白
川
接
枕
巾
、
最
多
肱

な
も
の
で
あ
っ
て
、
別
出
世
路
巾
に
優
れ
た
る
地
位
を
市
泊
る
。
そ
L
て
畑
平
は
不
要
な
る
主
謀

J
M
Mと
し
て
削
る
油
引
な
る
刑
判
軸
物
岨
て
あ
ワ

〉乃

で
、
特
易
に
雨
量
揖
を
観
せ
ら
る
与
を
特
k
却
す
。

論

ー設

ヒ

消
費
説
。
目
的
止
物
値

第
二
十
丸
谷

七

第

郵
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論

叢

倖

抗

λ 

λ 

消
費
税
曲
目
的
及
胸
紐

第
二
十
九
魯

月
刊
酒
ほ
砂
櫛
・
と
を
事
「
る
も
自

l
lバ
ス
テ
ー
プ
ル
は
、
飲
料
粧
の
大
町
優
越
が
著
し
と
錯
し
、

E
に
砂
粧
が
最
越
ま
る
べ
き
説
積
物
睡
心
}
だ

誌

と
す
。

μ沼
を
最
も
血
・
「
る
も
の

l
|シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
瑞
回
目
諸
君
材
料
よ
り
し

τは
、
前
端
蹄
抵
抗
財
政
牧
入
上
白
利
川

abに
特
に
越
す
る

と
と
を
臨
す
止
伐
ナ
ロ

は
刊
諸
多
白
物
E
事
「
る
も
白
|
|
ハ
ン
タ
ー
は
別
的
風
に
て
、
内
醐
消
費
税

E
諒
す
る
土
轟
と
し
て
最
脱
〈
用
ゐ
ら
れ
た
山
日
酒
類
、
煙
草
、
挫
、

砂
拙
止
処

L
、
J
m
!
リ
品

l
位
、
泊
叫
H
秘
中
川
恥
理
む
ペ
告
も
ゅ
は
畑
山
ヰ
税
、
・
刊
は
泊
摘
税
、
・
究
は
瑚
坊
組
、
北
は
砂
川
柑
枯
、
砧
m
h
位
は
挫
枕
、
第

六
位
は
悲
調
.
葡
拙
酒
及
英
沼
柑
だ
と
錦
し
、

d
z
ン
ヒ
ン
は
、
煙
車
、
洞
如
、
崎
、
骨
牌
、
憐
司
、
茶
.
瑚
叫
が
保
刊
主
イ
ハ
M
良
く
充
た
ず
止

4
3
 

(
住
ニ
九
)
ヨ
シ
ラ

I
F
は
、
砂
糖
は
今
日
ま
で
は
唯
だ
享
措
方
便
と
し
て
且
ら
れ
、
品
事
む
る
替
義
方
便
と
は
且
ら
れ
な
い
。
け
れ

rも
新
し
い

試
鴎
に
依
る
在
、
此
副
大
な
る
皮
に
て
、
烈
し
き
緊
張
に
際
L
、
向
値
を
甑
晶
、
失
は
れ
た
る
力
量
制
先
ず
る
カ
が
あ
り
、
且
ワ
非
常
に
容
易
に

氾

吸
収
ぎ
る
誌
も
の
で
あ
引
て
、
此
が
恰
も
肉
櫨
卦
働
者
自
勝
義
に
軒
に
誼
す
る
ζ

と
が
明
に
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
q

(
駐
車

O
]
t
I
P
A
-
は
、
上
に
も
い
ふ
加

t
、
消
費
軸
中
円
割
拠
む
べ
き
も
の
は
蝿
草
枯
』
た
と
い
ふ
た
が
、
ジ
エ
シ
セ
ン
も
、
内
岡
消
費
税
収
入

由
近
代
的
自
源
白
節
一
一
位
錯
乱
一
だ
と
縞

L
、
ヘ
ソ
ケ
ル
も
、
背
か
ら
姐
草
が
財
政
々
銃
家
か
ら
、
最
租
柑
能
力
あ
る
前
批
柏
山
一
と
せ
ら
れ
た
よ

な

L
、
グ
ラ
』
フ
旬
、
期
草
に
於
て
一
同
市

pg観
柑
が
柑
示
せ
ら
れ
る
。
何
ぜ
と
な
れ
ば
此
に
て
不
一
世
度
出
、
上
町
}
出
、
妻
酒
、
世
粧
よ
り
も
一
層

大
い
か
ら
と
い
ふ
『

に
還
ま
れ
た
る
物
惜

ω不
完
会
|

l
上
に
い
ふ
や
う
な
誇
で
、
消
費
枕

ω
物
健
は
寅
は
選
定
維
で
ゐ
品
。
中
に
就

き
煙
草
が
一
番
良
い
ご
せ
ら
れ
る
が
・
北
一
れ
に
し
℃
も
此
が
各
人
に
就
き
会
消
費
的
一
吉
し
て
探
せ
ら
れ
る
の
で

な
〈
て
、
専
貢
に
せ
よ
、
普
通
叫
税
的
形
に
せ
よ
、
物
仁
就
い
γ

て
課
す
る
以
上
、
岡
等
川
町
一
能
力
を
有
つ
人
に
し
て

之
を
消
費
す
る
人
正
、
消
費
せ
在
る
人
ピ
が
出
来
、
上
等
の
其
を
消
費
す
る
人
己
、
下
等
の
に
て
揃
足
す
る
人
吉

!?a.staÞ~，~1 ]. c. l2.: 5}8. ~40. 
仕 hmidt，_a. R. O. S. 95 .. 
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が
あ
・
9
、
大
な
る
給
付
協
力
を
有
も
乍
ら
も
み
一
〈
之
を
消
費
せ

F
る
が
ゐ
り
、
小
な
る
能
力
を
有
も
乍
ら
可
な
b

多
〈
之
が
負
備
を
錫
す
が
ゐ
る
こ
正
に
も
な
る
。
負
携
は
可
な
・
り
に
不
公
平
な
る
も
の
花
子
宮
苑
れ
泊
。

番
通

蛍
な
る
も
の
仁
し

τ阪
に
然
・
9
芯
す
る
己
主
仁
、
他
的
、
之
よ
bJ
も
劣
'
り
た
る
物
に
至
つ
て
は
固
よ
り
一
一
層
に
も

不
完
全
で
あ
る
。
ど
か
ら
消
費
税
は
巳
む
を
得
中
に
使
は
る
、
も
の
で
ゐ
っ
て
、
出
来
れ
ば
厳
止
し
た
(
、
特
に

闘
庫
川
牧
入
上
の
関
係
が
許
す
な
ら
ば
、
出
来
る
ピ
り
之
を
避
り
、
事
骨
修
抑
制
目
的
的
知
量
、

hu
し
ろ
枚
以
外
の

方
法
に
よ
hJ
て
逃
す
る

P

』
正
、
す
る
の
が

E
逝
で
あ
る
と

L
な
り
れ
は
な
ら
な
い
。

結

z論

以
上
要
之
、
消
費
税
特
仁
内
図
消
費
税
の
目
的
は
般
入
目
的
正
会
錯
目
的
特
に
摘
出
張
節
約
奨
励
目
的
、
叉
は
多

牧
目
的
正
脊
修
抑
制
目
的
ど
を
右
つ
ご
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
之
仁
は
達
成
困
難
が
ゐ

b
、
達
成
色
れ
た
暁
に
於
り

る
弊
害
も
め
る
の
で
、

目
的
自
身
決
し
て
そ
ん
な
に
良
い
も
の
で
は
な
い
o

特
に
之
を
標
準
ご
し
て
物
館
を
選
定

す
る
正
し
て
遁
嘗
な
る
も

ωは
之
を
見
出
す
こ
E
が
難
〈
、
極
め
1

少
敵

ω物
し
か
な
い
。
而
か
も
共
れ
ご
て
も

何
れ
も
不
完
全
な
も
の
ば
か

h
で
あ
っ
て
、
往
々
以
て
消
費
税
の
出
来
る
だ
け
越
〈
ペ
き
も

ωげ
い
ご
い
ふ
一
二
」
を

見
出
さ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
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